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上席執行役員管理本部長 

山 梨 正 人 

 TEL.  054-263-1111 
 

通期業績予想および期末配当予想の修正に関するお知らせ 
 

当社は、2020年５月14日に公表しました「業績予想の修正に関するお知らせ」において未定としておりま

した2020年12月期の業績予想につき、下記のとおりお知らせいたします。また、当社は、2020年８月11日開

催の取締役会において、2020年12月期の期末配当予想を下記のとおり修正することを決議いたしましたので

お知らせいたします。 

 

記 

 

1. 2020年12月期通期連結業績予想値の修正(2020年１月１日～2020年12月31日) 

  

売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に 

帰属する 

当期純利益 

1 株当たり 

当期純利益 

  百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A)   -      -      -      -       -

今回修正予想(B) 41,000 650 700 100 2.83

増減額(B-A) - - - - 

増減率(%) - - - - 

(ご参考)前期実績 

(2019 年 12 月期) 
60,651 5,817 6,161 4,053 113.72

 

2. 理由 

通期の連結業績予想につきましては、新型コロナウイルス感染症拡大に関する影響額について合理的

な算定が困難であるため、2020年５月14日に一旦取り下げて未定としておりましたが、現時点で入手可

能な情報に基づき算定し公表することといたしました。 

当社グループを取り巻く経済環境は、世界経済が新型コロナウイルス感染症の拡大による経済活動の

停滞等により極めて厳しい状況が続くなか、各国の経済活動は徐々に再開しておりますが回復は緩やか

なものにとどまることを予想しております。 

このような情勢のなか、当社グループの主要関連市場における需要の減少が当連結会計年度中は続く

ことを前提に、売上高および利益は上記のとおりとなる見込みであります。 

なお、見通しの前提となる第３四半期以降の為替レートは、米ドルは105円、ユーロは120円でありま

す。 
 

※記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。業績予想につきましては、発表日現在の情報に

基づき作成したものであり、実際の業績は新型コロナウイルス感染症の収束時期等、様々な要因によっ

て変動する可能性があります。大きな変動が見込まれる場合は、改めて速やかに業績予想を修正いたし

ます。 

 

 

 

 



 

3. 配当予想の修正 

  

年間配当金 

第２四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭

前回予想 

(2020 年２月 13 日発表) 

     32.00  

(普通配当 28.00) 

(記念配当  4.00) 

     60.00 

(普通配当 56.00)

(記念配当  4.00)

今回修正予想 

28.00  

(普通配当 28.00) 

(記念配当  0.00) 

56.00 

(普通配当 56.00)

(記念配当  0.00)

当期実績 
28.00 

(普通配当 28.00)
 

前期実績 

(2019 年 12 月期) 

28.00 

(普通配当 28.00)

28.00  

(普通配当 28.00) 

56.00 

(普通配当 56.00)

 

4. 理由 
 当社は、株主の皆様に対する利益還元を経営上の重要な施策のひとつとして位置付けており、自己株

式の取得を含む連結総還元性向50％以上を基準にDOE(連結株主資本配当率)を勘案しながら実施してい

くことを基本方針としております。 

2020年12月期の期末配当予想につきましては、新型コロナウイルス感染症の拡大による影響を受け業

績予想を上記のとおりとすることから、誠に遺憾ながら記念配当4円の実施を見送り、28円とさせていた

だきます。この結果、当期の年間配当金は中間配当金の28円とあわせ56円となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  



 

5. 新型コロナウイルス感染症への対応および状況 
 当社グループでは、従業員を含め関係者の健康・安全の確保を優先に各種対応を行っております。各拠

点においては、マスク着用の対策に加え、消毒液の設置や従業員の食堂や会議室におけるソーシャルデ

ィスタンス等にも配慮しております。 

現時点での各事業における状況は、以下のとおりであります。 

 

事業 地域 状 況 

特 

機 

米 国 ・販売子会社は、入出荷担当者以外は在宅勤務にて稼働中です。 

欧 州 
・英国の販売子会社は、入出荷担当、受発注担当、管理職以外は在宅勤務で稼働

中です。 

アジア 

・製造委託先（EMS）については、中国では生産調整のため一部減員にて稼働中で

す。マレーシアでは５月上旬より生産を再開し、６月下旬には通常稼働レベル

まで回復しています。部品調達に支障はありません。 

・タイの販売子会社は、在宅勤務を交えつつ稼働中です。 

国 内 
・東京の販売子会社は、在宅勤務のほか静岡本社で勤務していましたが、６月下

旬より在宅勤務と東京オフィス（東京都港区新橋）での勤務で稼働中です。 

工 

作 

機 
械 

米 国 
・販売子会社は、これまで従業員の50％程度が在宅勤務でしたが、７月下旬より

オフィスへの出勤者を約75％まで引き上げて稼働しています。 

欧 州 

・スイスの販売子会社は、操業短縮を行いエンジニアや倉庫スタッフなど最小限

の出勤者で稼働中です。 

・ドイツ、フランスの販売子会社は、操業短縮を行うとともに在宅勤務を活用し

稼働中です。 

・英国の販売子会社は、在宅勤務を活用し稼働中です。 

アジア 

・中国・大連の工場では需要減に伴い、自宅待機による生産調整を実施中です。

物流および部品調達に特に問題は発生していません。 

・中国・上海の販売子会社は、通常どおり稼働中です。 

・タイ・ナコンラチャシマの工場は需要減に伴い、自宅待機による生産調整を実

施中です。物流および部品調達に特に問題は発生していません。 

・タイの販売子会社は、通常通り稼働中です。 

国 内 

・需要減に伴い菊川工場では４月から６月にかけ、生産子会社では４月から８月

にかけ生産調整を実施しています。 

・国内営業所は、通常通り稼働中です。 

部
品

精
密 国 内 

・北海道の工場は通常稼働が可能な状況ですが、需要減に伴い機械の稼働を一部

調整しています。 

 

  
以 上 

 

 

 

 

 

 


